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論文の内容の要旨
　本研究は，内部磁場揺動測定法として理論的に提案されてきたCross？o1ar1zationScattering（CPS）法を，ガンマ
10プラズマに適用することにより，実験的に証明するとともに，測定法として確立することを目的としている。実
験では，磁場核融合プラズマにおいて励起されている，低周波揺動を対象として，正常波→異常波，異常波→正
常波間’のモード変換波が存在すること，この変換過程が入射波，プラズマ波，散乱波の波数聞にブラッグの条件
を満足することを実証した。また，散乱波角度依存性の測定より，磁場揺動の冶一〃スペクトルを導出し，励起さ
れた波動が，磁場揺動に基づく電磁ドリフト波，およびEX8回転速度を考慮することにより矛盾なく説明され
ることを示した。一方，FrequencyDepende耐FinlteDi旋renceTimeDomain法を用いたCPS過程の電磁界シミュレ』
ションを実行し，プラズマ密度および磁場揺動レベルと散乱波強度の関係を求め，CPS測定における課題の一つ
とされている，真空壁における多重反射の影響を分離することができる，超短パルスマイクロ波を用いた実験と
の比較から，磁場揺動レベルの絶対値の評価を行うことができた。
審査の結果の要旨
　本論文は，核融合プラズマ計測の分野で最も重要な課題の一つとされている，非接触の内部磁場揺動測定法の
開発のため，Cross－Po1arizati㎝Scatter1㎎（CPS）法を提案し，その実証を行ったものである。特に，散乱過程にお
けるブラッグ条件の確認，電磁波動の分散関係の導出，計算機シミュレーションと実験の比較による磁場揺動レ
ベルの絶対評価は世界で初めてであり，CPS測定法の確立に大きく貢献するものである。磁場核融合における揺
動輸送の研究を進展させるものとして高く評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める
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